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良好な運用実績が評価され、「R&Iファンド大賞」を4年連続で受賞

アムンディ・みらい定期便®は、「R&Iファンド大賞」を4年連続で受賞しました。

2026年は「投資信託」部門において最も評価が高い「最優秀ファンド賞」を受賞しました。

受賞は、運用実績等が評価されたものです。今後も良好なパフォーマンスを目指し運用を行ってまいります。

4年連続受賞

R&I ファンド大賞2024

「投資信託1０年／外国株式バリュー」部門

「投資信託／外国株式バリュー」部門

優秀ファンド賞 受賞

R&I ファンド大賞2023

「投資信託／バランス

比率変動型（標準）」部門

最優秀賞 受賞

R&I ファンド大賞2024

「投資信託／バランス

比率変動型（標準）」部門

最優秀賞 受賞

R&I ファンド大賞2025

「投資信託／バランス

比率変動型（標準）」部門

優秀賞 受賞

R&I ファンド大賞2026

「投資信託／バランス

比率変動型（標準）」部門

最優秀賞 受賞

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ& Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するも

のではありません）の提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。

当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の

業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請され

ています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉに帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。

「投資信託部門」は過去3年間、「投資信託10年部門」は過去10年間、「投資信託20年部門」は過去20年間を選考期間としています。選考に際

してはシャープレシオ *1によるランキングに基づき、最大ドローダウン *2、償還予定日までの期間、残高の規模等を加味したうえで選出していま

す。選考対象は国内籍公募追加型株式投信とし、確定拠出年金専用および SMA・ラップ口座専用は除きます。評価基準日は2026年3月31日

です。上記評価は、過去の一定情報を分析した結果得られたものであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。

*1シャープレシオとは短期確定金利商品に対するファンドの超過収益率を収益率の標準偏差（リスク）で割った値です。リスク 1単位当たりの超

過収益率を示します。

*2  ドローダウンとは、最大資産からの下落率のことであり、それらのドローダウンの最大となった値を最大ドローダウンといいます。



　ファンドの概況 　基準価額の推移

　ファンドの内訳

　分配金実績（1万口当たり、税引前） 　騰落率

　ご参考：米ドル/円の為替騰落率

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.00%

現金等 1.04%

合計 100.00%

決算日 分配金

2025年8月25日

3年 設定来

60円

60円

決算日

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年

60円 60円

60円

1.74% 3.41%

分配金

2026年2月25日

各決算日 65円

設定来累計 3,815円

2026年1月26日 2026年7月27日 65円

2026年7月31日 現在

3ヵ月 6ヵ月 設定来3年
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1年期間 1ヵ月

60円

56.86% 164.65%8.23% 20.80%

14.01% 50.68%米ドル/円 -1.03% 0.21% 4.59% 7.58%

目標分配額*

（2026年7月～12月） ファンド

60円

60円

2026年3月25日

2025年10月27日

2026年6月25日

60円 2026年4月27日

2026年5月25日

2025年9月25日 60円

2025年12月25日 60円

2025年11月25日

決算日
原則、毎月25日

（休業日の場合は翌営業日）

内訳 比率

Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ 98.96%

信託期間 2029年7月25日まで

基準価額（円） 20,300

純資産総額（億円） 1,714.6

設定日 2019年8月23日

*目標分配額とは、ファンドの基準価額水準、主要投資対象ファンドからの分配

額および信託報酬等の費用を勘案して、毎年1月および7月に決定される半年

間の分配金の目標額のことです。ただし、実際の分配額は毎月の決算日に決

定されるため、目標分配額とは異なる場合があります。また、分配対象額が少

額の場合には分配を行わないことがあります。

・直近12期分の分配金実績です。

・分配金は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するもの

ではありません。

・基準価額は信託報酬控除後です。

・現金等には未払諸費用等を含みます。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。

ファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。

・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものでは

ありません。
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基準価額

基準価額(税引前分配金再投資)

（円）

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したも

のとして計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬について

は、後記の「ファンドの費用」をご覧ください。

・上記グラフは過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するも

のではありません。

みらい定期便®はアムンディ・ジャパンの登録商標です。
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・米ドル/円の騰落率は、対顧客直物電信売買相場の仲値におけるものです。

・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものでは

ありません。



　資産配分比率

　ポートフォリオの利回り

　資産配分の推移

（ 2019年8月30日～2026年7月31日 ）

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。 2/8

株式（MLP、REIT、BDC等※1含む） 48.15%

うち MLP、REIT、BDC等※1 1.40%

債券（国債、社債、ハイイールド債券、新興国債券等※1） 9.38%

資産担保証券

7.79%

現金、短期金融資産等 1.95%

15.75%

エクイティリンク債※2 24.07%

イベントリンク債※3 0.35%

-17.38%

0.00%

2026年7月31日 現在

　　「Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ」の組入状況（純資産総額比・米ドルベース）

転換社債 0.10%

デリバティブ（ヘッジ含む）※5 -17.38%

優先証券 0.00%

その他※4 0.26%

株式関連

株式関連以外

（内訳）
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株式（MLP、REIT、BDC等※1含む） 債券（国債、社債、ハイイールド債券、新興国債券等※1）

資産担保証券 エクイティリンク債

イベントリンク債 転換社債

優先証券 その他※2

現金、短期金融資産等

※1 表記資産のすべてが組入れられているとは限りません。

※2 その他には投資信託証券を含む場合があります。

※3 資産配分の推移は、月次ベース（2019年8月30日以降）です。
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デリバティブ（ヘッジ含む）
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・ポートフォリオの利回りは、組入資産の配当・利息等に基づきビクトリー・キャ

ピタル・マネジメント・インクが独自に算出したものであり、将来の運用成果等を

示唆または保証するものではありません。

※1 表記資産のすべてが組入れられているとは限りません。

※2 償還や利率の条件等が、特定の株式や株式指数等に連動している証券

です。

※3 相対的に利回りが高い一方、暴風雨、大地震等特定の自然災害発生時

に償還元本が減少する仕組みの証券です。

※4 その他には投資信託証券を含む場合があります。

※5 先物やオプション取引など、原資産（株式、債券、株価指数等）から派生

した金融商品で、原資産の値動き等により価格が変動します。原資産の

買い相当を＋（プラス）、売り相当を－（マイナス）として表示しています。



　組入上位国・地域 　組入上位通貨

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

　組入上位10銘柄（デリバティブを除く）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

　価格推移

　騰落率

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

3年 設定来

ファンド 2.89% 3.47% 4.03% 13.52% 42.18% 88.31%

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年

日本 6.00%

フランス 4.25%

韓国 3.73%

1.26%

1.53%

1.43%米国
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1.24%

18.56%上位10銘柄合計

　　ご参考：「Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ」のパフォーマンス（分配金再投資、米ドルベース）

JAPAN (20 YEAR ISSUE) 0.4% 06/20/2041

GPO FIN BANORTE COM NPV SERIES O

米国

米国

米国

米国

日本

2026年7月31日 現在

比率

76.70%

9.87%

3.72%

　　「Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ」の組入状況（純資産総額比・米ドルベース）

米ドル

ユーロ

日本円

通貨国・地域 比率

米国 65.96%

カナダ 7.22%

2.51%

比率

1.40%

1.33%

1.41%

1.65%

4.81%

HUNTINGTON BANCSHARES INC COM

US TREASURY N/B 4.125% 07/31/2028

韓国ウォン

メキシコペソ

スペイン

銘柄名

SHELL PLC ORD EUR0.07

3.71%

1.96%

資産* 国・地域

米国

米国

BCO DE SABADELL EUR0.125

ACCENTURE PLC IRELAND SHS CLASS A

BANK OF AMER CORP COM

メキシコ

EVERSOURCE ENERGY COM

組入全銘柄数　603銘柄

株式

株式

株式

株式

株式

株式

債券

株式

債券

株式

BRISTOL-MYERS SQUIBB CO COM

＊資産分類につきましては、株式はMLP、REIT、BDC等を、債券は国債、社債、ハイイールド債券、新興国債券等を含みます。
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・価格推移は、アムンディ・みらい定期便が設定された2019年8月23日の価格を100として指数化しています。

・騰落率の「設定来」は、2019年8月23日から基準日までの騰落率です。

・上記は、アムンディ・みらい定期便が投資しているシェアクラスのものです。過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありません。
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　　「Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ」の運用コメント

（ビクトリー・キャピタル・マネジメント・インク）

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

2026年7月31日 現在
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＜市場環境＞
株式市場はまちまち、債券市場は下落
　7月の主要株式市場は全体として方向感に欠ける展開となりました。米国株式市場は、雇用統計が市場予想を下回ったことなど
が好感され、強含みとなりました。その後、金融政策をめぐる不透明感や米国とイランの軍事衝突による原油価格上昇が重荷とな
り、軟調な展開となりました。また、AI（人工知能）投資の収益性やコストへの懸念から半導体関連株に売りが広がったことも市場の
悪材料となりました。欧州株式市場は地政学的リスクや世界的なハイテク関連株安が重しとなる場面があったものの、銀行や資本
財を中心とする好決算銘柄への買いで市場が支えられました。日本の株式市場は、日経平均株価が大きく下落しました。債券市場
では、グローバルな金利上昇（債券価格は下落）を受け軟調となりました。

＜運用状況＞
慎重姿勢を維持。株式はプラス寄与、債券はややマイナス寄与
　足元の市場環境を踏まえ、ポートフォリオはディフェンシブな姿勢を維持しており、株式先物によるヘッジは引き続き高めの水準を
維持しています。当月は、金融やエネルギーなどの株式がプラス寄与となりました。銀行株は全般的に良好な信用環境および金利
環境の恩恵を受けた一方、エネルギー関連銘柄は、原油価格の反発を背景に上昇しました。また、一部の情報技術関連銘柄など
もパフォーマンスにプラス寄与しました。一方、全般的に金利が上昇し、債券のポジションがマイナスに寄与しました。

＜今後の運用方針＞
引き続き幅広い地域・資産クラスから魅力的なインカムを資本成長とともに獲得する機会を柔軟に活用する方針
　マクロ経済の全体的な環境は引き続き良好とみています。世界経済の様々な指標の発表値が事前予想を上回る傾向が続いてお
り、その傾向は米国と日本が大きくなっています。また、欧州では原油価格の高騰が収まりつつあることにより、エネルギーショック
の影響を特に強く受けていた経済への圧力が緩和され、状況が正常化に向かい始めているとみています。現在の米国景気サイク
ルを特徴づけているのは、消費ではなく投資と鉱工業生産の動向と考えます。これら両分野は、金利上昇の重圧により一時的に後
退局面に入りましたが、設備投資に対する継続的な税制優遇措置に支えられ、現在は回復基調にあります。当ファンドはこのテー
マを、銀行株へのエクスポージャーを通じて直接的に反映しており、銀行はこうした成長の基盤となる資金を供給するとともに、それ
に伴う融資需要の拡大からも恩恵を受けています。当ファンドの株式ポジションは、質の高さとバリュエーションを重視しています。
最近の最も大きな変化は、国際的なエクスポージャーを削減して米国銀行へのシフトを継続している点で、業績のモメンタム、融資
残高の堅調な伸び、そして魅力的なバリュエーションなどを背景としています。半導体関連へのエクスポージャーは、2026年4～6月
期の急騰を受けて大幅に削減しました。これは、バリュエーションが割高とみなされる水準に達したためです。その一方で、ソフト
ウェア関連への投資を増やしました。これらは主に米国企業で、バリュエーションが割安、財務基盤が堅固であり、AIとの関係性が
広く誤解されていると考える企業です。債券のポジションにおいては、最も注目すべき新たな配分は、長期の日本国債の段階的な
積み増しでした。極めて急勾配なイールドカーブと歴史的な円安が相まって、今後数年間にわたる魅力的な投資機会とみなす状況
が生まれていると考えています。こうした背景のもと、当ファンドは、引き続き規律あるバリュエーション重視の姿勢を維持しつつ、市
場環境の変化にかかわらず、安定したインカムの獲得と資本成長を目指していく方針です。
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　ファンドの目的

　ファンドの特色

①

②

③

④

　投資リスク

当資料のお取扱いについてのご注意
■当資料は、法定目論見書の補足資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成した販売用資料であり、法令等に基づく開示資料ではありま
せん。■当ファンドの購入のお申込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡しいたします
ので、お受取りの上、内容は投資信託説明書（交付目論見書）で必ずご確認ください。なお、投資に関する最終決定は、ご自身でご判断ください。
■当資料は、弊社が信頼する情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性について弊社が保証するものではありません。また、記載されて
いる内容は、予告なしに変更される場合があります。■当資料に記載されている事項につきましては、作成時点または過去の実績を示したもので
あり、将来の成果を保証するものではありません。また、運用成果は実際の投資家利回りとは異なります。■組入上位銘柄として記載されている
個別銘柄については、当資料作成時点における保有銘柄情報であり、将来の組入れを保証または示唆するものではありません。また該当銘柄
の売買を推奨・勧誘するものではありません。■投資信託は、元本および分配金が保証されている商品ではありません。■投資信託は値動きの
ある証券等に投資します。組入れた証券等の値下がり、それらの発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により損失を被るこ
とがあります。これら運用により投資信託に生じた利益および損失は、すべて投資者の皆様に帰属いたします。■投資信託は預金、保険契約と
は異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関を通じてご購入いただいた投資信託は、投資
者保護基金の保護の対象とはなりません。■投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

ファンドは、毎年1月および7月に、当該月以降の半年間の分配金の目標額を設定し、毎月の決算日に当該目標額の分配を
目指します。

組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

・分配金の目標額（以下「目標分配額」といいます。）は、ファンドの基準価額水準、主要投資対象ファンドからの分配額および信託報酬等の
費用を勘案して決定されます。ただし、実際の分配額は毎月の決算日に決定されるため、目標分配額とは異なる場合があります。
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◆資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として株式や債券など値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクが
あります）に実質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているものではありません。ファ
ンドの基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者に帰属し
ます。なお、投資信託は預貯金とは異なります。

基準価額の主な変動要因としては、価格変動リスク、為替変動リスク、信用リスク、流動性リスク、カントリーリスク、デリバティブ取
引に関するリスク等が挙げられます。なお、基準価額の変動要因（投資リスク）は、これらに限定されるものではありません。また、
その他の留意点として、ファンドの繰上償還、流動性リスクに関する留意事項等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論
見書）の「投資リスク」をご覧ください。

＜お申込みの際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）等をご覧ください。＞

この投資信託は、インカムゲインの確保と投資信託財産の中長期的な成長を図ることを目的として運用を行います。

・「Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ」（以下「主要投資対象ファンド」といいます。）の運用は、ビクトリー・キャピタル・マネジメント・
インクが行います。

ファンドは、主要投資対象ファンドへの投資を通じて、実質的に世界の株式・債券等へ投資し、持続的なインカムの確保とキャ
ピタル収益の獲得を目指します。

ファンドは、主として米ドル建のルクセンブルク籍投資信託である「Amundi Funds　インカム・オポチュニティーズ」と、円建の国
内籍投資信託である「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）」に投資するファンド・オブ・ファンズ方式で運用しま
す。

《投資信託ご購入時の注意点》

アムンディ・みらい定期便®

追加型投信／内外／資産複合

販売用資料
月次レポート



　収益分配金に関する留意事項

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。 6/8
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　お申込みメモ

　ファンドの費用

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

◆ファンドの費用については、有価証券届出書作成日現在の情報であり、今後変更される場合があります。

申込締切時間 詳しくは販売会社にお問合せください。

＜投資者が直接的に負担する費用＞

購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、販売会社が独自に定める料率を乗じて得た金額とします。有価証券届出
書作成日現在の料率上限は1.1％（税抜1.0％）です。詳しくは販売会社にお問合せください。

実質的な
負担の
上限

純資産総額に対して年率1.63％（税込）※

※ファンドの信託報酬年率0.88％（税込）に投資対象とする投資信託証券のうち信託報酬が最大のもの（年率0.75％）を
加算しております。ファンドの実際の投資信託証券の組入状況等によっては、実質的な信託報酬率は変動します。

◆ファンドの費用の合計額については保有期間等に応じて異なりますので、表示することはできません。

その他
の費用
・手数料

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。
・有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用
・信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書・運用報告書等の印刷費用、有価証券届出書関連費用等を含みます。）
・投資信託財産に関する租税　等
※その他、組入投資信託証券においては、ルクセンブルクの年次税（年率0.01％）などの諸費用がかかります。
※その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することはできませ
ん。

決算日 年12回決算、原則毎月25日です。休業日の場合は翌営業日とします。

◆お取扱いコース、購入・換金のお申込みの方法ならびに単位および分配金のお取扱い等について、販売会社によって異なる場
合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

換
金
時

換金単位

換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

原則として、換金申込受付日から起算して6営業日目以降にお支払いします。

換金価額

換金代金

販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。
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換金制限

購入・換金
申込受付の中止
および取消し

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があると
きは、委託会社の判断によりファンドの購入・換金の申込受付を中止すること、およびすでに受け付けた購入・換金の申
込受付を取り消すことができます。

信託期間 2029年7月25日までとします。（設定日：2019年8月23日）

収益分配
原則として毎決算時に収益分配方針に基づいて分配を行います。
自動けいぞく投資コースは税引後無手数料で再投資されます。

課税関係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税制度）の適用対象となります。
ファンドは、NISAの対象ではありません。
配当控除および益金不算入制度は適用されません。

信託財産留保額 ありません。

＜投資者が投資信託財産で間接的に負担する費用＞

運用
管理費用

（信託
報酬）

そ
の
他

委託会社の判断により、一定の金額を超える換金申し込みには制限を設ける場合があります。

以下のいずれかに該当する場合には購入・換金のお申込みを受け付けません。
• ニューヨーク証券取引所の休業日　　　　　　• 米国証券業金融市場協会が定める休業日
• ルクセンブルクの銀行休業日　　　　　　　　  • 12月24日
• 委託会社が指定する日

申
込
に
つ
い
て

購
入
時

購入単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。

購入・換金
申込受付不可日

《投資信託ご購入時の注意点》
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　委託会社、その他の関係法人の概要

　販売会社一覧（業態別・五十音順）

　P.5の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。 8/8

受託会社 株式会社りそな銀行

委託会社
アムンディ・ジャパン株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号
加入協会：一般社団法人資産運用業協会、日本証券業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会

ファンドに関する
照会先

委託会社の名称：アムンディ・ジャパン株式会社
お客様サポートライン：050-4561-2500
受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで
ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/
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近畿財務局長（登金）第7号 ○ ○

一般社団法
人第二種金

融商品取引
業協会

金融商品取引業者等 登録番号

日本証券業
協会

一般社団法
人資産運用

業協会

一般社団法
人金融先物

取引業協会

○株式会社 埼玉りそな銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第593号 ○

株式会社　関西みらい銀行 登録金融機関

登録金融機関 近畿財務局長（登金）第3号 ○ ○ ○

○ ○ ○株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○

○ ○ ○楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第134号 ○

○あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○

○株式会社　みなと銀行 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第22号 ○

株式会社　りそな銀行


